






視察（研修）項目 1.宇宙技術活用による大規模農業経営について
◇池守農場視察：ＧＰＳ技術活用によるスマート農業経営

自走農機具による耕作と施肥及び収穫の省力化と経済効果

1.北海道の農業は国内の他地域に比べると、広い農地を少人数

で管理しているという特徴があります。最近は農家戸数や担い手

が減少しており、農家の経営規模拡大や生産コスト低減省力化は

課題です。距離が長い広い農地で効果を発揮する。

【問】経済効果と省力化

【答】GPSや衛星情報を活用して、広い農地を「どこで・どれくい

・何をするか」施肥経費と燃料費削減等

トラクターなどの農機にGPSを載せて自動運転や作業記録施肥量の
自動調整などを行う。

※ 視察（研修）内容が確認できる資料（パンフレット等）を添付すること

　視察（研修）報告書　
視察（研修）日時 2025年8月24日

主な質疑

視察（研修）先 8/24日北海道帯広市大樹町池守農場　　　　　　　　　

参加議員氏名 河崎運・笠井泰孝・猶克実・眞宅宣昭・林豊廣

所感
（意見・課題・本市
への反映など）

視察（研修）概要

池守農場視察



視察（研修）項目   
◇宇宙関連企業誘致への行政の取組と宇宙企業施設「株式会社
ＳＰＡＳＣＥ ＣＯＴＡＮ」視察
大樹町は東と南に海が広がりロケットの打ち上げに適している
場所である。飛行機や船の往来が少ない。高い晴天率ね広い土地が
あるなどの好条件が揃っている。
宇部市では、ロケットを打ち上げるよりも衛星データの利活用をした方が
望ましい。スタートアップ企業環境として、既存の産業基盤や研究資源
を活した「うべ産業共創イノベーションセンター志UBESTARTUP」がある。

【問】まちの活性化
【答】ロケット工場が建てられ技術者が集まりつつある。

※ 視察（研修）内容が確認できる資料（パンフレット等）を添付すること

視察（研修）概要

所感
（意見・課題・本
市への反映な
ど）

主な質疑

　視察（研修）報告書　
視察（研修）日時 2025年8月25日
視察（研修）先 8/25大樹町・ＳＰＡＳＣＥ ＣＯＴＡＮ株式会社　　　　　　　　　
参加議員氏名 河崎運・笠井泰孝・猶克実・眞宅宣昭・林豊廣

大樹町行政視察





※ 視察（研修）内容が確認できる資料（パンフレット等）を添付すること

　視察（研修）報告書　

視察（研修）日時 　　　令和7年　10月　9日　～　令和7年　10月　10日　　　2日間

主な質疑
【問】なし
【答】

視察（研修）先 　　　栃木県宇都宮市「ライトキューブ宇都宮」
参加議員氏名 笠井泰孝・西村亨平・林豊廣

視察（研修）項目 塾生社会の都市のかたち～コンパクトで持続可能なまちづくり

視察（研修）概要

基調講演：人口減少・成熟社会のデザイン
京都大学名誉教授　広井良典
主報告：人口減少社会に対応する都市の構造改革
栃木県宇都宮市長 佐藤 栄一
一般報告：「縮充」発想による公共施設マネージメント南学都市
縮小時代の持続可能なまちづくり
香川県高松市長 大西 秀人
一般報告：次世代交通とコンパクトで持続可能なまちづくり
早稲田大学理工学術院教授 森本 章倫

所感
（意見・課題・本市

への反映など）

進学や就職を機に一度地元を離れた若者が、数年後にUターン
して地域へ戻り、新規創業に取り組んでいる。これらの事業者同
士の横のつながりが生まれることで、中心市街地では新たなに
ぎわいが創出され、空き家・空き店舗の活用が市民の自発的な
動きとして進みつつある。こうした市民主体のまちづくり活動から
は、既存の取り組みを基盤として新たなプロジェクトが派生し始
めている。まさにそのタイミングで行政との協議が始まり、中心市
街地再生に向けた具体的な取り組みへとつながっている。










